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令和７年度 瑞穂市立穂積北中学校 学校経営方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校の教育目標】 
 

自立 自ら動く 
  

 ～ 創
．
り出す 
思
．
いやる 

      鍛
．
え合う ～ 

【 め ざ す 生 徒 の 姿 】 
～ 個性を輝かせ、未来を切り拓く逞しい生徒 ～ 

① 「創」：創り出す  主体的に課題に取り組み、仲間と知恵を出し合って課題を解決する  【確かな学力】 
② 「思」：思いやる  自己を見つめよりよく生活し、互いに認め合い高め合う       【望ましい人間関係】 
③ 「鍛」：鍛え合う  自ら健康・安全に関心をもち、仲間とともに明るく前向きに生活する 【安全・安心な生活】 

【 教 師 集 団 】 

【生徒の実態】 
○規律ある落ち着いた生活を送り、何事にも真摯に
取り組もうとしている。【社会性】 

○仲間と協働して進んで学び合い、進んで学校生活
を楽しんでいる。【協働性】【主体性】 

●自分の良さや可能性を進んで表現し、あらゆるこ
とに挑戦することで、自己肯定感を高め、確かな
個性を発揮させたい。【自己肯定感】【逞しさ】 

【瑞穂市の方針と重点】 
豊かな心と未来を切り拓く力を育む教育 
・生きる力を育む 
・学校教育目標の具現 
【重点活動】 
 あいさつのまち みずほ 
 読書のまち みずほ 
 英語のまち みずほ 

 

 

 

１ 教科指導の充実 

（１）自ら切り拓き、逞しく学ぶ生徒の育

成～単元を俯瞰した学びの構築～

【重】 

  ◇個別最適な学び（指導の個別化と

学習の個性化）の充実【重】 

◇協働的な学びの充実 

◇教師の出場（導く）【重】 

（２）ＩＣＴの効果的な活用 

  ◇タブレット端末等、ＩＣＴ機器を

活用した指導の充実 

（３）学習委員会の取組 

  ◇「めざす授業」を明確にした学級の取組 

２ 読書活動の充実 

（１） 朝読書 

（２） 図書館の活用の充実 

「創」：創り出す 

① 確かな学力 

【 授業・学習 】 

 

 

 

 

３ あいさつの充実【重】 
（１）学校、地域でのあいさつ 
（２）小中合同挨拶運動 
４ 自己肯定感・自治力の育成【重】 
（１）「あったか言葉」「よさ見つけ」 
（２）「めざして・やって・確かめる」自

らを見つめ振り返る指導 
  ◇朝帰りの会・取組の振り返り 等 
（３）生徒会活動の充実 
  ◇４つの軸(挨拶、環境、合唱、授業) 
◇体育祭や合唱祭等の生徒会行事 
◇穂 otgram等のあったかﾒｯｾｰｼﾞ 

（４）委員会を軸とした班活動・班会議 
５ 生指・特支・教相の充実 
（１）個別最適な生活環境づくり【重】 
（２）不登校対応 
（３）いじめ防止対応 
（４）自殺予防教育の実施 
（５）個の教育的ニーズに応じた指導 
（６）校内教育支援ｾﾞﾝﾀｰ経営の充実【重】 
（７）日本語指導生徒への支援 
６ 人権、道徳教育の充実 
（１）自己を見つめる道徳の授業 
（２）人権教育の充実 
  ◇「あったか言葉」の取組 
  ◇人権週間の取組 

「思」：思いやる 

②望ましい人間関係

【 あいさつ 】 

 

 
 
 
 
 
 
７ 美しい環境・響き合う合唱 
（１）掃除、空き教室の整理整頓【重】 
（２）歌声響く学校（合唱）【重】 
８ キャリア教育の充実 
（１）進路学習の充実 
（２）総合的な学習の時間（探究）【重】 
  ◇地域探検 ◇職場体験 
  ◇職業講話 
  ◇修学旅行 ◇まちづくり 
  ◇ＭＭＰ～人権～ 
９ ＭＳＪ活動とボランティア活動 
（１）あいさつ運動 
（２）地域貢献活動 
10 情報モラル教育の充実 
（１）情報モラル教育の充実 
（２）保護者への啓発 
11 自分の命は自分で守る取組 
（１）命を守る訓練 
（２）危機管理安全体制の確立 
12 体力の向上 
（１）体育科の指導の充実 
（２）部活動の充実と地域部活動化移行 
13 健康教育の推進 
（１）家庭での歯みがきの励行 

「鍛」：鍛え合う 

③安全・安心 

【 環境・合唱 】 

 

教師の基本姿勢 
（１）生徒・保護者の背景を探り心の声を感じ取る教師  
◇生徒や保護者の心の声を聴き取り、誰一人取り残さない 

（２）生徒に任せ、個別最適を図る教師 
◇授業でこそ生徒の個性（良さと逞しさ）を生み出す 
◇生徒会・委員会・係活動等で自治意識を生み出す 

（３）褒める教師  
◇個別最適な評価で非認知能力・ウェルビーイングの育成 

（４）カウンセリングマインドに徹する教師 
  ◇生徒や保護者に寄り添い誰一人取り残さない 

チーム穂北 
（１）「敬意」「友情」「愛情」を示し合う職員集団 

   ◇先輩には「敬意」同僚には「友情」後輩には「愛情」 
   ◇積極的なコミュニケーション 
（２）気軽に学び合える職員集団 

   ◇互いの良さから学ぶ ◇気軽に相談  
（３）こだわることは一緒にやり抜く職員集団 

   ◇決定事項の徹底   ◇協働による課題解決 
（４）組織的に動く職員集団 

◇生徒指導の「さしすせそ」 

働き方改革  目的：生徒に寄り添う時間の確保  ◇時期による５限授業等の実施 ◇ICTの活用による充実と効率化 ◇早帰りの日 ◇会議･行事等の精選 

 

 【学校運営協議会（コミュニティースクール）】 
（１）願う姿や 9年間を見通した教育のねらいを共有し、一層の連携を図る（あいさつ，安心安全，ＭＳＪボランティア） 

（２）地域の教育力を生かした教育活動や小中が連携して行う活動を明確にして取り組む（小中連携あいさつ運動、英検）【重点】 

【 経 営 方 針 】 

「自己肯定感と協働性を高めることで主体性を育成し、 

           生徒が『学校が楽しい』と言える学校づくり」 

～生徒に任せ、個別最適な評価と個別最適な学校（学び・生活）の実現を図ることで～ 


